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明るい社会を築くために
千葉・田代　花梨
　私が考える明るい社会とは、非行や犯罪のない社会だと思います。
　以前テレビで見たニュースで忘れられないものがありました。二〇一五年二月神奈川県川崎市で中学一年生男子が遊び仲間である十七歳から十八歳の男子三人に殺された事件です。中学一年生男子は、先輩三人に夜中呼び出され、服を脱がされ、真冬の冷たい川で無理矢理泳がされ、上がってきたところを今度はカッターナイフで何度も何度も切りつけられ、死にかけているところ置いていかれ、その後亡くなりました。そして加害少年の三人は、家に戻って朝までゲームをして過ごしていたとのことでした。

　どうしてこんなひどい事件が起きてしまったのか、どうして仲間からこんなふうに殺されなければいけなかったのか、私はとても気になったので事件の深層を調べてみました。

　加害少年の三人は、社会に居場所がないかわいそうな子たちだったそうです。親からは虐待されたり育児放棄されたり、学校にもなじめず、いじめられて不登校になり、居場所がなくなった彼らは夜中出歩くようになって同じような環境の子たちと集まっていたそうです。被害少年もまた家に居場所がなく、そこに集まっていた一人でした。彼らはゲームやアニメという非現実の世界にのめりこみ、遊ぶ金ほしさに万引きなどの悪いことをくり返していたそうです。彼らは一緒にいた遊び仲間ではあったけれども、友達でもなく信頼関係もなかったといいます。コミュニケーションのとり方もわからず、ゆがんだ心が育ってきた結果起きてしまった事件だと思います。

　私には、お父さんお母さんがいて、「いけないことはいけない」と真剣にしかってくれます。「思いやりの気持ちを大切に、人を傷つけてはいけない」、「相手の気持ちを考えなさい」と教えられています。いい所やがんばったことをいっぱいほめてくれるし、「おかえり。」と迎えてくれ、おいしいご飯を作ってくれます。毎日安心して眠ることができます。

　当たり前だと思っていたけれどそうでない人たちもいるということなのです。親から大切なこと、必要なことを教わらず、愛されることもなく、孤独を感じながら育っている人もいるのだと知りました。だから人とのコミュニケーションがとれず人を傷つけることがどんなにいけないことなのか、相手はどんな思いをするのか、どれだけ痛いのか、自分の人生や家族はどうなってしまうのか想像がつかなかったのだと思います。

　生まれてから初めて触れる社会は「家庭」であり、そこでの過ごし方や家庭環境によって人格が形成されると言われます。

　川崎市の事件の加害少年らの生いたちや家庭環境を考えると、事件の裏にひそむ真の原因を知ることも大切だと思いました。

　そうした家庭環境を作り上げてしまったのは親です。親自身も愛されないで育った可能性もあります。親も親で子供への接し方や愛し方がわからず悩んでいたことも考えられます。

　そこで、「明るい社会を作ること」＝「明るく愛情たっぷりの家庭が作れる社会にすること」だと思います。子供を育てることが難しい親については、相談にのったり、地域がサポートすることが必要だと思います。悩みがあれば聞いてあげ、関わり方をアドバイスしたり、お金がなければ助けてあげるべきだと思います。そして親が明るく愛情をもって子育てできる環境が増えれば、子供たちも非行に走らなくなり、犯罪も減り、明るい社会になるのではないでしょうか。

　川崎市の事件で殺された少年は、死にかけながらも最後の力をふりしぼって真っ暗闇の河川敷を二十三．五メートルも這って進んだそうです。彼は生きようとしていました。彼はどこへ向かっていったのでしょうか。この事件を忘れてはいけません。
　明るい社会を考える前に、まず裏側にある暗い社会の実態を知ることが大切です。そこから学び、愛情ある良い家庭を増やし、暗い社会から明るい社会にしていくこと、それが私たちの役目だと思います。
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